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安全に関する警告について 
 
 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
  
 

 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 

    安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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安全上の注意点 
 
 ここに記載されている注意事項を守らないと、死

亡を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書

をよくお読みになり、十分に理解をしてからご使用

ください。 
 

作 業 前 に 

 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存して 
  め自判断だけ対処すると思わぬ 
   故を起こしケガをするます。 
   説明書はにす 
   ぐに出せるよう製品に近接して保存し 
   てくださ。 
 

 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  項や要領不十理解まま作業する 
  と思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告 
  ラベル説明書にさてる 
  項要領を十に理解して 
  行てくださ。 
 

 
 
 警告 
 作に不 
   に運転すると思わぬ故を起こす 
   ます。 
   次は運転しくださ｡ 
 

□ 過労病気薬物影響そ他理由 
  によ作業に集中き。 

   □酒を飲んだ。 
   □作未熟人。 
   □妊娠してる。 
 

 
 
 警告 
作業にさ装を作すると衣 
 一部に巻き込ま死亡を含む傷 
 害をまねくます。 

   次に示す装作業してくださ。 
 

 
□ 袖や裾はだぶつきもを着用す 
る。 

□ ズボンや着はだぶつきもを 
着用する。 

   □ヘルメットを必ず着用する。 
□ はちまき首巻きタオル腰タオル 
はし。 

 
 
 
 警告 
を他人にす説明書にさ 
 てる項や要領 
 め思わぬ故を起こすます。 
 方法をよく説明し説明書を渡して 
 使用前にはよく読むように指導してくださ。 

 
 
 
 注意 
や指タッメン 
 ト部品を付けて運転すると 
 破損や傷害故をまねくます。 

   はしくださ。 
   タッメントは指製品を使用してく 
  ださ。部品交換するは指する 
  もを使用してくださ。 
 

 
 
 注意 
始業をると破損や傷害故を 
 まねくます。 

   作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。 
 

 
 
 警告 
トラタに作業を装着してを行する 
と路運送車輌法に違反します。 

  トラタに作業を装着して行はし 
 くださ。 

 
 

作 業 中 は 

 
  
警告 
運転中は転中ラに接すると巻き 
込まケガをするます。 

 周囲に人を近づけくださ。 
 ラに草巻き付はＰＴＯ及びエ 
ンジンを切て除去してくださ。 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業する時は 
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運転中は転中ッッに接する 
と巻き込まケガをするます。 

  ッッへ手供給は危険す。 
  やめてくださ。 
  ッッに草詰まはＰＴＯお 

 よびエンジンを切て除去してくださ。 
トをける方に人ると 
と間に挟まケガをするます。 
周囲に人を近づけくださ。 
方をよく確認してけてくださ。 

トをる中に人るとトに 
挟まケガをするます。 
周囲に人を近づけくださ。 
中に人ことを確認しててく 
ださ。 

出するとベル転巻き込 
まてケガをすることます。 
ベル出は平坦所行てくださ 
。 

 警告 
トンやットをするとき及びト 
ンやットを通すラに接すると巻 
き込まケガをするます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめて行てく 
ださ。 

作業をする周囲に人を近づけると 
に巻き込まケガをするます。 
周囲に人を近づけくださ。 

作業指ＰＴＯ転をて作業す 
ると破損によケガをする 
ます。 
指転を守てくださ。 

 注意 
整や付着物除去を行う 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると 
第三者不によ不に作業駆動 
さ思わぬ故を起こすます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可 
動部とまてることを確めて行てく 
ださ。 
 

 
 
 警告 
トラタるや 
 に駐車するとトラタ暴して思わぬ 
 故を起こすます。 

   平坦し所に駐車しトラタエ 
  ンジンをとめ駐車ブレキをけて暴を 
  防くださ。 
 

 
 

作業が終わったら 

 
 
 注意 
動を切ずに転部可動部付着物 
除去作業を行うとに巻き込まて 
ケガをするます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可 
動部とまてるを確めて行てくだ 
さ。 

 
 
 
 注意 
作業をると整不や破 
 損放置さ次作業にトラブルを 
 起こしケガをするます。 

  作業終わ説明書に基づき 
  を行てくださ。 

 
 
 
 
 危険 
トン巻付装置やット巻付装置を整す 
るラに接すると巻き込まケガ 
をするます。 
ＰＴＯ及びエンジンを切て行てくだ 
さ。 

 警告 
トをけて整中不に 
トま挟まてケガをするま 
す。 
油圧シリンダにストッパを掛け更に三方 
バルブレバを「ッッ側」に入 
トを確実にッしてくださ。 

 注意 
にそまま放置すると 
 破損やケガをするます。 
説明書に基づき行てくださ｡ 

やまは軟弱行うと 
トラタや作業不に動き出して思わ 
ぬケガをするます。 
平坦盤所行てくださ。 

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると 
第三者不によ不に作業駆動 
さ思わぬ故を起こすます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可 
動部とまてるを確めて行てくだ 
さ。 

 
 
 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時 
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１ ネットバインディングの各部の動作と働き 

 
本説明書に基づき「コントルボッス装着」「ットバンディングへ切換」を行「作業 
要領」に基づき梱包作業を始してくださ。 

 
  

各部の動作と働き  
 

図    解 

ベ
ー

ル
完

成
 

 
(１) ャンバ内ベル所密に達するとコン 

 トルボッスブザ鳴ンディケタラン 
 灯します。 

 

ネ
ッ

ト
の

繰
り

出
し

 

 
(２) 電動シリンダ縮み始め作動表示ラン灯す 

 ると同にナフム動てナフシャバ 
 ット繰出し口を放します。 

 
 
 
(３) 電動シリンダ動きに連動してテンションリ 

 昇しＶベルトを押し起動リ（ゴムラ）を 
 転させ平ラと間ットを繰出し始めます。 

 
 
 
(４) 電動シリンダは更に縮んリミットスッ；Ａを押 

 すと反転して伸びてきて別リミットスッ；Ｂ 
 を押し動きを停止します。 

 
 
 
 
(５) テンションリＶベルトを押してる間だけ起 
   動リに連結してるゴムラによ強制的にット 

 ャンバ内に繰出さます。 
 （標準長さはＰＴＯ４００rpm８００～１０００mm 

 す。） 
 
 
 
(６) そはャンバ内に繰出さットベルと 

 ラに挟まベルに巻き付きベル転 
 ットを引張逆にゴムラを駆動します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 

トラタ行をとめＰＴＯ転を４００～ 
５００rpmにして「ット動作スッ」を２～３

秒間押します。 
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各部の動作と働き  
 

図    解 

ネ
ッ

ト
の

切
断

 

 
(７) 電動シリンダ縮む動きに連動してカウンタブラケット 
  転しフリションラレトス 

 リングによ右へ瞬間的に移動しセレトレバ 
 ストッパにてとまます。 

 
 
 
 
 
 
 
(８) 転する起動リに連結しッドラン 

 ムを介してフリションラは間欠転に変わ 
 レトを左に移動させます。 

 
 
 
 
 
 
 
(９) 電動シリンダ伸びてもカウンタブラッケトはレトと 

  フリションラによ保持さままにます。 
 
 
 
 
 
 
 
(10) リは端部ま移動するとフリションラ 
   ます。 
  そ瞬間カウンタブラケットは放さ連動して 

 るナフムもスリング張によ作動しナ 
 フシャバにットを切断します。 

 
 
 
 
 
(11) ベル転引き込まてットは切断によ停 
   止し一連ット繰出し切断完了します。 
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２ トラクタへの装着 

 
 
１． コントロールボックスの配線 

 
（１）電源コドをトラタバッテリに黒色は○－

側に白色は○＋側に接続してくださ。 
 
（２）コントルボッスには磁石付てま

す。 
  作しやす所磁石部きるだけ平

面にるところに付けてくださ。 
 
（３）電源コドと配線コドをコントルボッ

スに接続してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）電源スッを「トン作業」もしくは「

ット作業」側にし電源ラン灯する

ことを確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電源ラン灯しはコド接続

電源コド（３０Ａ）及びコントルボッス

（１５Ａ）ヒュズを確認してくださ。 
 

 
 

（５）電源スッを「トン作業」側にしてく

ださ。 
  スッを引張ブザ鳴ンディケ

タラン灯することを確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）電源スッを「ット作業」側に切替ま

す。 
   スッを押してブザ鳴ンディケ

タラン灯することを確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ネットロールの装着 

   
 
 
ットルをする及びットを通す 
ラに接すると巻き込まケガをする 
ことます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめて行てく 
ださ。 

 
 
 
 

 ットルはスタ純正次もを使用 
してくださ。 

 
 
 
 純正品を使用しは付不可切 
断不等原因と故障につる可能性 
ます。 

  
   

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 

  警 告 

ＮＥＴ２０００  
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 （１） ットカバ④をし面におて

くださ。 
 
 （２） ット巻き方向を下図ように準備して

くださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （３） ットル⑤を左側（固側）サポ

ト；Ｌ⑥に差し込みます。 
   ットル⑤右側にサポト；Ｒ⑦を差

し込みトンケシングとバ間⑧に

入て固します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） ットル⑤芯長さは１２５０㎜

標準す。 
        芯長さ１２３０㎜下はサポ

ト；ＲとＬスリングンを抜きリング

③向きを逆に組替てットルを

装着してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ット芯長さは銘柄による 

ます。 
芯長さを確認して付けてくださ。 

 

 （５） ットは○30様に中央部束ねカバ⑨

とパ⑩間を通しラ⑪とゴム

ラ間に置きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （６） ットは⑫様にるませておきます。 
 
 （７） ットカバ④を付けます。（緑色

レトはカバ；１にぶせてくださ

。） 
 
 （８） 両側スリングをフッット付

穴⑬にけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スリングは新しットは側に 

ット径小さくるに従前側に掛け替てく 
ださ。 
ットバンディング作業終わにッ 

トル⑫ようにるんだ形にるように⑬ 
穴を選んくださ。 
 

 

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 
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 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず

行ましょう。 
 
 こ説明書はットバンディングに関連

する項につてみ説明してます。 
 ルベラ及びカッティングルベラにつ

ては本付属説明書に基づてを行

てくださ。 
 

１ 運転前の点検 

 
 
１．ネットバインディング装置の点検 

（１） 各部付ボルトに緩みは。 
 
（２） ナフとシャバ摩耗破損は。 
   不具見つは「5-2 ナフシャバ 
     整」を参考に整は交換してくださ。 
 
（３） Ｖベルトは損傷して。 
   不具見つは部品表を参考に部品 
     交換してくださ。 
 
（４） ットは十にる。ット通し方は正 
     し。 
   不具見つは「1-2-2 ットル 
     装着」に基づき整してくださ。 
 
（５） 各部給油油給脂は十。 
   不具見つは「2-3 給油箇所一覧 
     表」説明に基づき給油してくださ。 
 

２． トラクタ各部の点検 
 
  トラタ説明書に基づきを行てく

ださ。 
 

３． 連結部・製品本体の点検 

 
  連結部製品本は本に付属説明

書「2-1 運転前」に基づきしてくだ

さ。 

 
 
 
 
 

２ エンジン始動での点検 

 
 
 トラタ油圧系統及び作業油圧系統につ 
ては本に付属説明書「2-2 エンジン始 
動」に基づてしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 
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３ 給油箇所一覧表 

 
○ 本につては本に付属説明書「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油してくださ。 
○ 給油塗布する油脂類は清浄もを使用してくださ。 
○ グリスを給脂する量とは古グリス出さ新しグリス出るます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 給 油 場 所 箇 所 潤滑油の種類 交  換  時  期 量 備  考 

① ナフム支（左右） ２ グリス；２号 使  用  毎 量 グリスニッル 

② フリリションラ軸受部 １ 〃 〃 〃 〃 

③ カウンタブラケット支 １ 〃 〃 〃  

④ サポト；Ｌ，Ｒ ２ オル 〃 〃 油 

⑤ レバ支（左右） ２ 〃 〃 〃 〃 

⑥ ランム １ 〃 〃 〃 〃 

⑦ ッド支 ２ 〃 〃 〃 〃 

⑧ カウンタブラケット １ 〃 〃 〃 〃 

⑨ ン １ 〃 〃 〃 〃 

⑩ レバ支 １ 〃 〃 〃 〃 
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１ 作業のための調整 

 
 
 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると

第三者不によ不に作業駆動さ

思わぬ故を起こすます。 
  ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可動 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
 
 
１．ネット巻数の選択 

    ベルへット巻付数はセレトレバ⑭

セット位置５段階に整きます。 
  梱包する草種類水やベルハンドリン

グ等を考慮し巻付数を選択してくださ。 
 
 

側セット位置  約 ３ 巻 
下側セット位置  約１．５巻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ネットバインディングへの切替 

    トンットバンディングへ切替

作を下要領行てくださ。 
 
 （１） 左右フッＲＬ○24を持ちげバン

ディングベス○25にげてくださ。 
 
 （２） ドラブリ部にるラッ○23を方に

手きげバンディングを起動させ

てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （３） スングムＲＬを１０㎝くげ

てくださ。 
 
 （４） 左右トン先端を結んくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （５） コントルボッス電源スッを「

ット作業」側にしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 
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３．トワインバインディングへの切替 

  ットバンディングトンバンディ

ングへ切替作業を下要領行てくださ

。 

 
 （１） ドラブリに掛てるトンを

はずします。 
 
 （２） ドラブリを矢印方向にしス

ングムを側内側に向うように移

動させガドル間距230mmに 
る位置とめてくださ。 

 
 
  スングム内側側に向う位置 
セットしてもバンディングは起動しません。 
  

 （３） トンをドラブリ溝に掛けて

ガドム先端よ２００～２３０

㎜長さに切てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （４） コントルボッス電源スッを「ト

ン作業」側に切替てくださ。 
 

２ 作業要領 
 
 
 
運転中は転中ラに接すると巻き込 
まケガをするます。  
ラにくださ。  
周囲に人を近づけくださ。  
ラに草巻き付はＰＴＯ及びエン 
ジンを切て除去してくださ。 

運転中は転中ッッに接すると 
巻き込まケガをするます。 

 周囲に人を近づけくださ。 
 ッッへ手供給は危険す。 
 やめてくださ。 
 ッッに草詰まはＰＴＯ及び 
エンジンを切て除去してくださ。 

 

 
トをける方に人るとと 
間に挟まケガをするます。 

 周囲に人を近づけくださ。 
 方をよく確認してけてくださ。 
 
トをる中に人るとトに挟 
まてケガをするます。 

 周囲に人を近づけくださ。 
 中に人ことを確認しててくだ 
さ。 

 
出するとベル転巻き込ま 
てケガをするます。 

 ベル出は平坦所行てくださ。 
 

 
 
トンやットをするとき及びトン 
やットを通すときラに接すると巻き 
込まケガをするます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめて行てく 
ださ。 

作業をする周囲に人を近づけるとに 
巻き込まケガをするます。 
周囲に人を近づけくださ。 
 

作業指ＰＴＯ転をて作業する 
と破損によケガをするま 
す。 
指転を守てくださ。 

 
 
 
整や付着物除去を行うＰ 

ＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると第 
三者不によ不に作業駆動さ 
思わぬ故を起こすます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可動 
部とまてることを確めて行てくださ 
。 

  
１．Ｐ Ｔ Ｏ 回 転 速 度  

（１）ＰＴＯ転は梱包するも水性 
質に応て変て作業してくださ。 

 
梱包するものの 

水分・性質 

 

ＰＴＯ回転速度 

標準 ５４０ｒｐｍ 
乾燥してる 
短 

 
３５０～４５０ｒｐｍ 

水多 
ッッに詰まる 

 
５４０～６００ｒｐｍ 

 
（２）梱包を成形中はＰＴＯ転をとめく

ださ。 

  危 険 

 取扱い上の注意 

  警 告 

  注 意 
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（３）作業は４～８ｋｍ／ｈす。ほ条件

及びウンド大きさに作業

してくださ。 
 

２．ネットバインディング作業の要領 

（１）ベルカウンタダヤルを右にし「０」

にセットします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ッンディケタ○ｂ位置ま下

てることを確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッンディケタ○ｂ位置ま下き 

 て状態作業に入るとッキングフ 
 ッて梱包きくます。 
  ッンディケタ○ｂ位置ま下き 
 るを確認して梱包作業に入てくださ。 
 

 
（３）コントルボッス電源スッ「

ット作業」側にてお電源ラン灯

してることを確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）ＰＴＯをしウンドをま行し

てくださ。 
   形状ベルを作るめに牧草ャン

バ内に均等に入るように作業します。 
   ウンド幅狭ときは図示通作業

すると形状ベルきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ャンバ内牧草稲ラ等量はン

ディケタトラタ座確認きます。 
   ャンバ内量増るとンディケタ

てきます目にしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）ャンバ内ベル所密にると

コントルボッスブザ鳴ンデ

ィケタラン灯しますトラタ

行をとめてくださ。 
 
（７）ＰＴＯ転を４００～５００rpm にし

てくださ。 
 
 
 

 ＰＴＯ転すぎると巻き付けッ 
 トベル中央によ幅狭く巻き付く 
 ます。 
 

 
（８）コントルボッス「ット作動スッ

」を２３秒間押し作動ラン灯す

るとット繰出さます。 
 
（９）ット巻付け終了しット切断さ

るとット繰出しとまますＰ

ＴＯをしトをけベルを出

します。 
   尚作業最ベル所密に達

しは「強制作動スッ」を押してッ

トを巻き付けることきます。 

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 
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 「強制作動スッ」を押してもベル密 
低すぎるとットベルに巻き付こと 
ます。 
 「強制作動スッ」は強制的にットを駆動さ 
せます必要は作動させくださ。 
 

 
（10）ベル出終わトラタ油圧コン 

トルレバを油圧戻側に作してト 
をてくださ。 

 
（11）ッンディケタⓐⓑ位置に下 

ことを確認して油圧コントルレバ 

を中位位置に戻し次梱包作業に入てく 

ださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  ッンディケタⓑ位置ま下き 

て状態作業に入るとッキングフッ 

て梱包きくます。 

 ッンディケタⓑ位置ま下き 

るを確認して梱包作業に入てくださ。 
  
３．トワインバインディング作業の要領 

（１）コントルボッス電源スッ「ト

ン作業」側にてお電源ラン

灯してることを確認してくださ。 
 
（２）下作業は本に付属説明書「3-3 

作業要領」に基づて作業を行てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 長持ちさせるめに手入は必ずしましょう。 

 
 
動を切ずに転部可動部付着物除 
去作業を行うとに巻き込まてケガをす 
るます。 

  ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可動 
部とまてるを確めて行てくださ。 

 
 

１ 作業後の手入れ 

 
 本に付属説明書「4-1 作業手入」

に基づき手入を行てくださ。 
 
 
 
 
 

２ 長期格納する時 

 
 本に付属説明書「4-2 長期格する」 
に基づき各作業を行てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

 取扱い上の注意  取扱い上の注意 

  注 意 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 整備不による故を未然に防ぐめ

に「整備一覧表」に基づき各部整備を

行るようにしてくださ。 
 
 タンシャボルトナフトンッ

トシャバ等は消耗品とておます。 
 摩耗折損消耗しときは交換補充してくだ

さ。 
 
 
 
トンやット巻き付け装置を整する 
  ラに接すると巻き込まケガをする 
ます。 
ＰＴＯ及びエンジンを切て行てくださ 
。 

 
 

 
 
トをけて整中不にト 
ま挟まてケガをするます。 

  油圧シリンダにストッパを掛け更に三方バ 
ルブレバを「ッッ側」に入 
トを確実にッしてくださ。 
 

 
 
 
やまは軟弱行うとト 

ラタや作業不に動き出して思わぬケ 
ガをするます。 
平坦盤所行てくださ。 

 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると 
  第三者不によ不に作業駆動さ 
思わぬ故を起こすます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可動 
部とまてるを確めて行てくださ。 
 

 
 
 
 
 

１ 点検整備一覧表 

 
時   間 チェック項目 処     置 

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 

作  業  後 

機械の清掃 

  ネット切断ナイフの磨耗、破損 

 シャバーの磨耗 

 Ｖベルトの損傷、伸び 

 ネットの消耗 

 ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 

 駆動系の異常音、異常振動 

 回転部、可動部の給油、注油、給脂 

 各調整部 

 

交換 

交換 

交換 

交換 

増し締め、部品の補給 

｢6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油 

｢5-2 各部の調整｣に基づき調整 

シーズン終了後 

  破損部 

 ナイフ等の消耗部品 

 各部の清掃 

 塗装損傷部 

 回転支点、ピン類の磨耗 

補修 

早めの部品交換 

 

塗装または油塗布 

部品交換 

 

５５５５    点検・整備について点検・整備について点検・整備について点検・整備について 

  警 告 

  危 険 
  注 意 
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２ 各部の調整 

 

１．ナイフ・シャバーの調整 

  ボルト○28を１／４～１／２転緩めて止め

ジ○29ナフ○27とシャバ○26隙間くる

ように整してくださ。シャバ○26と付フレ

ム隙間は１～３㎜程にします。 
 シャバとナフは裏返しても使用きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ゴムローラのスクレーパ調整 

  ゴムラとスレパ○25隙間は０．３㎜程

に整してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  隙間広すぎるとットラに巻き付く 
 等原因にます。 
  

 

３．起動時のネット繰出し量の調整 

（１）ッド部スリング長 Ｌ＝２７㎜に整し

てくださ。 
 
（２）隙間 Ｍ＝８㎜に整してくださ。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ＰＴＯを転４００rpmします。 
  トけ強制起動スッを押しット

繰出さる量を確認してくださ。 
 
（４）繰出し量８００～１０００㎜程にる 

ようにテンションッド長さを整します。 
  シリンダ伸びときッド標準長さは２８

５～２９０㎜す。 
   ッド長さを長くすると繰出し量増ま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ＰＴＯを切て繰出しット自

動的に切断さるま手引き出してくださ。 
 

４．Ｖベルトのストッパ調整 

（１）レト○22はＶベルトを手押しても動

程に押さるようにナンナット○24

整してくださ。 
 
（２）ブラケット○23はＶベルト張て直線に

に１㎜程隙間きるようにボルト

○25整してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱い上の注意 
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５．リミットスイッチの位置の調整 

（１）コントルボッス電源スッを「

ット作業」側にします。 
 
（２）強制作動スッを押すと電動シリンダ○15

縮みリミットスッ○16作動すると電動

シリンダ反対に伸び始めます。 
 
（３）こに電源スッを「ＯＦＦ」にして

電動シリンダ縮んだ状態とめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）こフリションラ○19とレト○21

隙間５㎜るを確認してくださ。 
   電動シリンダ最宿よ５㎜（標準）手前

作動する様にリミットスッ位置を整

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  リミットスッ○16位置下にるとッ 
ド○26を押す間短くット繰出し量 
少くます。 
  

 
（５）電源スッを「ット作業」側にし強制

作動スッを押します。 
 
（６）電動シリンダストは１００㎜す。 
  電動シリンダ最伸よ５㎜（標準）手前

リミットスッ作動するようにリミット

スッ○27位置を整します。 
 
 
 
  電動シリンダにはトルリミッタ（保護構） 
 内臓さてお最伸最縮各スト 
 エンド作動します。 
  トルリミッタ作動すると「カカ」と 
 う音します。 

 トルリミッタ作動すると電動シリンダ 
 ッド送ね噛み込みッド動く 
 ることます。 

 トルルミッタ作動しようにリミットス 
 ッ位置を整してくださ。 

 電動シリンダストエンド動く 
 は電動シリンダをして電動シ 
 リンダッドを伸びき状態は左に 
 すこと逆に縮みき状態は右にす 
 こと噛み込みを解除きます。 
 
  リミットスッ○16作動しと電動シリ 
 ンダ○15は縮んだまま止まてしまます。 
 
  リミットスッ○27作動しと電動シリ 
 ンダは伸び状態止まます作動表示ラン 
 灯しままと続けて作不可能 
 とます。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱い上の注意 

 取扱い上の注意 

 

 



 - 19 -

６．梱包圧感知スイッチの調整 

（１）コントルレバ切欠きをラッ

してム；２を押しげます。 
 
（２）ラッとコントルレバ切欠き高さ

同にところブザ鳴るようにス

ッ位置を整してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．ブレーキのスプリング長さ調整 

  スリング長さは２３㎜にッドジ部

整してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．ロッド長さの調整 

  ッド長さは１８５㎜にッドジ部

整してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．クランクアームの穴位置の調整 

  ランム穴位置は本型式によ

ます。 
  型式に穴位置に付けてくださ。 
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３ 結  線  図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

端子No． 接 続 先 

１ 

２ 

 

スッ；ＯＮ 

３ 

４ 

 

ブザ 

５ 

６ 

 

スッ；ＯＮ 

７ 

８ 

 

スッ；ＯＦＦ 

９ 

１０ 
 

シリンダ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注  記 
 
 端子Ｎｏ．９，１０は逆接不可こと。 
 そ他端子No．１と２，３と４，５と６， 
              ７と８は逆接も可。 
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  万一子は不処置一覧

表によ処置してくださ。 
 
 
 
トン巻付装置やット巻付装置を整する 
  ラに接すると巻き込まケガをする 
  ます。 
 ＰＴＯ及びエンジンを切て行てくださ 
  。 

 
 
 
 
トをけて整中不にト 
  ま挟まてケガをするます。 
 油圧シリンダにストッパを掛け更に三方 
  バルブレバを「ッッ側」に入 
トを確実にッしてくださ。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不に動き出して思わぬケ 
  ガをするます。 
 平坦盤所行てくださ。 

 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると 
第三者不によ不に作業駆動さ 
思わぬ故を起こすます。 
ＰＴＯを切エンジンをとめ転部や可動 
部とまてるを確めて行てくださ。 
 

 
 
 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
症    状 原    因 処    置 

ットル装着き。 ットル幅よ左右サポ

ト間幅狭。 
「1-2-2 ットル装着」に

基づきサポト間寸法を整。 
ットバンディング作動

し。 
（表示ラン灯し） 

電源コドヒュズ切て

る。 
バッテリと電源コド－接

続逆。 
バッテリ電圧低。 
 
コントルボッス電源ス

ッ「ット作業」側にて

。 
各コドコタ接不ま

はコド断線してる。 
スッを押してる間短。 
 
 
  
電動シリンダ内ストエン

ド保護構作動し伸縮し

。 
 
ブザ鳴る前（ベル所密

にる前）にット作動スッ

を押してる。 

ヒュズ交換電源コド 30A 
 
「1-2-1 コントルボッス

配線」に基づき処置 
バッテリを充電は交換 
 （電圧は10Ｖ必要） 
「3-1-2 ットバンディングへ

切替」に準て作業する。 
 
導通をッし断線箇所接続

は部品交換。 
2～3秒間スッを押し続ける。 
 一作動スッット繰出

しに失敗しは「強制スッ

」処理。 
電動シリンダをし電動シリン

ダッドを左にし保護構

を解除して「5-2-5 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
位置整」に基づき整。 

ベル所密にる前に

ット作動させは「強

制作動スッ」を押して作動さ

せる。 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  危 険 

  警 告 

  注 意 
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症    状 原    因 処    置 
ットバンディング作動

し。 
（表示ランは灯するット

はく繰出さ。） 

ットル転スムズ

く重。 
ットカバスリング強す

ぎる。 
 
ットカバ緑色レトカ

バ；１下に入てる。 
繰出しゴムラと平ラ

間にゴミホコリまてる。 
シャバ出すぎててット

繰出しを阻害してる。 
Ｖﾍﾞﾙﾄ伸びてる。切断してる。 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき

サポト；Ｌ､Ｒに油。 
新しットはろ側フッ

に径小さくるに従前に

掛け替る。 
「1-2-2 ットル装着」を

参考に正しくカバを付ける。 
ゴミホコリを除去。 
 
「5-2-1 ナフ･シャバ整」

に基づき整。 
部品表を参考にＶベルト交換。 

ットゴムラは 
平ラに巻き付く。 

ット切断にゴムラＶベ

ルト連てる。 
ゴムラ平ラに傷 
  る。 
ットル転スムズ

く重。 
ットカバスリング強す

ぎる。 
 
ゴムラとスレパ隙間

広すぎる。 

「5-2-1 Ｖベルトストッパ整」

に基づき整。 
を除き傷はめに

修正。 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき；

サポトＬ､Ｒに油。 
新しットはろ側フッ

に径小さくるに従前に

掛け替る。 
「5-2-2 ゴムラスレパ

整」に基づき整。 
ット繰出し中止 
まる。 

Ｖベルト伸びてる。 
ット繰出し長さ不しベ

ルにット巻付。 
ブザ鳴る前に「強制作動スッ

」を押して作動させてる。 
 
 
 
シャバ出すぎててット

繰出しを阻害してる。 

部品表を参考にＶベルト交換。 
「5-2-5 リミットスッ整」

に基づき整。 
ベル所密にブザ

鳴て「ット作動スッ

」を押して作動させる。 
 ベル密低すぎるとベル

にット巻き付。 
「5-5-1 ナフ･シャバ整」

に基づき整。 
ット切。 ナフはシャバ磨耗してる。 

ナフとシャバ間に隙間

る。 
電動シリンダ縮んだまま伸び

。 

部品表を参考に交換。 
「5-2-1 ナフ･シャバ整」

に基づき整。 
「5-2-5 リミットスッ整」

に基づき整。 
ットベル中央による。 ットカバテンション弱。 

 
トラタＰＴＯ転。 

ット径小さくるに従前 
  に掛け替る。 
ＰＴＯ転を400～500rpmに 
  する。 

ブザ鳴。 スッ破損してる。 
 
 
電源スッ「ット作」側に 
  切替わて。 
スッ位置整不。 

「1-2-1 コントルボッス

配線」を参考に作動確認し破損

は部品交換。 
「3-1-2 ットバンディングへ

切替」に準て作する。 
「1-2-6 梱包圧感知スッ

整」に基づき整。 
 
原因や処置仕方は下項とともに購入先にご相談くださ。 
 １．製品名               ３．製番号 
 ２．部品供給型式（型式）        ４．故障内容（きるだけ詳しく） 




